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オリエンテーション
認知症の⽅の⽣活理解
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『⼈』と『認知症』という⾒⽅・捉え⽅

⼈をみるスキルを⾼めれば
⽀援は⾼まり充実してくる

「認知症の⼈」から
「認知症」と「⼈」の⽀援へ

サブタイトル
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『前提を考える』

『の』から『と』へのすすめ
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「認知症の⼈」への提⾔
• 認知症のケアなのか？

• 認知症の状態をケアする

• 認知症の理解

• ⼈のケアなのか？

• ⼈が⽣きることを⽀援する

• ⼈の理解

それぞれそれぞれ別々に考えてみる

別々に捉えた（考えた）上で
⾜して考えてみる

すると

認知症を持つ『⼈の姿』が⾒えてくる



2017/9/25

『認知症』と『⼈』の図解

認知症の⼈

認知症 ⼈

⼈認知症

これまで から これから

認知症⇒⼈
⇒認知症の⼈・認知症⾼齢者
⇒認知症の宮崎さん
⇒便を壁に塗り付ける
⇒弄便⾏為
⇒つなぎ服

⼈⇒認知症
⇒認知症と⼈
⇒宮崎さんに認知症
⇒便を壁に塗り付ける
⇒便の処理が困難
⇒事前のアセスメントを充実
⇒⽣活のピンポイントの⽀援
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認知症を通して⼈を⼀括りに捉える⽂化 ⼈と認知症をそれぞれ捉える⽂化

『の』から『と』へ
『認知症の⼈』 『認知症』 と 『⼈』

人 人

12出典）認知症介護研究・研修センター監「認知症介護基礎研修標準テキスト」 .48,ワールドプランニング.東京（2015）

これまでのケアは、認知症を「病
気」に⽬を向け、「⼈」という部
分をあまりにも軽視してきた

近年では、病気の理解は⼤切だ
が、病気を抱えた⼈を理解する
という視点が⼤切にされるよう
になって来た

3. これからの認知症ケアの⽅向性
3-2) パーソン・センタード・ケアの基本的な理解
3-2)-(2) 認知症の「⼈」を理解するということ

Text p37〜39

認知症の⼈の「認知症」と「⼈」を理解する
1）「認知症」を理解するということ

•脳の障害によって起こる病気を理解する（専⾨職として必須の知識）
① 原因疾患の特徴を理解する（原因と臨床的特徴）
② 原因疾患別のケアのあり⽅を理解する

2）「⼈」を理解するということ
•性格傾向の理解：気質、能⼒、対処スタイル
•⽣活歴を理解する：本⼈の⼈⽣の歴史を理解する（物語を理解する）
•健康状態・感覚機能（視⼒や聴⼒等）の理解
•その⼈をめぐる社会⼼理学的状況の理解：社会との関わり、⼈間関係のパ
ターン
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DVD『認知症ケア』
NHK 厚⽣⽂化事業団

13

感想をシェアして下さい
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ルームウォーカーに向かって叫ぶＡさん

〜質 問〜

どうしてAさんは
ルームウォーカーに向かって

叫ぶのか？

私たちは⾝体（⾁体）・精神（⼼）・魂（本能・感性）で
感じ⽣きている存在だとすると

身体
理性

心理
精神
感情

また始まった

恐ろしい

気が狂った

痴呆だから

暴力行為

暴言

問題行動

またおかしくなった

どう仕様もない

ばか

あほ

身体
理性

心理
精神
感情

昔炭坑夫

辛かったんだ苦しかったんだ

悲しかったんだ

そうかそうか
うんうん

そうだよなぁ

頑張ってきたんだ
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つまり
問題な⼈と思っている⼈たち
の中⼼に居る彼の存在価値

解ろうと思っている⼈たちの
中⼼に居る彼の存在価値

過去に⾏われてきた介護？
◆⼿間が省けるからと、男性はブルー、⼥性はピンクの上下スウェットを平気で着させる専⾨職
◆誰が⾒ていようが場所さえも構うことなく、オムツ交換をする専⾨職
◆おむつを外すからと背⾯ジッパーのつなぎ服を着せる専⾨職
◆便が出ていることがわかっているのもかかわらず、おむつを交換しない専⾨職
◆ベットに⾼い柵をつけてその中に放り込む専⾨職
◆⾃分たちに不都合があるから薬で動けなくしてしまう専⾨職
◆外に出ていけないように、建物に閉じ込める専⾨職
◆丼の中にご飯もおかずも薬も放り込んで⾷べさせる専⾨職
◆⽴ったまま、何も⾔わずに⾷べ物を⼝の中に放り込む専⾨職
◆できることであっても危ないからとやらせない専⾨職
◆洗髪しやすいからと男⼥かまわず短髪にする専⾨職
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『私の不思議』
・軽度の定義〜⾃分たちの思うようになる認知症の⼈、若しくは

おとなしい何も問題のない認知症の⼈

・重度の定義〜⾃分たちの思うようにならない認知症の⼈、若しく
は問題のある認知症の⼈

・問題の有無の定義〜⾃分たちが安⼼（想い通りになる⼈、⾃分た
ちの⾔うことを聞いてくれる⼈、静かに⼀⽇黙って座ってくれて
いる⼈、⾃分たちがやってもらいたい役割を気持よくやってくれ
る⼈、そもそも帰るなどと⾔わない⼈等々）してみれるかみれな
いかの違い

⼈の姿と認知症
• 姿の捉え⽅からスタート

どんな姿かと思っているかがその後の関わりや⽀援
（介護・ケア）に影響する

視点（姿の捉え⽅）は認識を創造し
認識は経験を創造する
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皆さんお疲れ様でした。
ありがとうございました。


